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まえがき

本書は，大学，短大と高等専門学校の学生，あるいは情報系企業に入社した

新人の方を対象として記述したものです。アルゴリズムとデータ構造は，今日

の情報化された現代社会の膨大な情報を蓄積・管理して，利用するための情報

処理システム開発の基礎となる内容です。

アルゴリズムとは，問題を解くための手順を表現したもので，コンピュータ

における情報処理の基盤となるものです。そして，データ構造とは，データの

集合をコンピュータで効率的に扱うために一定のルールに従って格納するとき

の形式のことです。多くの場合，データ構造が決まれば，利用するアルゴリズ

ムは比較的容易に決まります。しかし場合によっては，与えられた仕事をこな

すための最適なアルゴリズムを利用するために，そのアルゴリズムを使うこと

が前提となっているデータ構造が選択されることもあります。このようにアル

ゴリズムとデータ構造は切っても切れない関係にあります。

本書は，学校においては，週一回の半期で履修できる程度の内容になってい

ます。各章の最後には，関連プログラムの項を設けました。ここでは，実用的

なプログラムを掲載していますので，卒業研究などの場面でも役に立つと思い

ます。OSはWindowsでも Linuxでもかまいません。自分の手で作成し動作

を確認すると理解が深まると思います。また，基本情報処理技術者試験の過去

問題にも触れ，読者がより深く理解できるように工夫しました。さらに，付録

にはWindowsや Linuxでの開発において役立つ内容を記載していますので参

照してください。本書がアルゴリズムとデータ構造の学習への扉となれば，著

者にとって望外の喜びです。

最後に，本書の出版の機会を与えていただいた株式会社コロナ社に厚くお礼

申し上げます。

2019年 3月

永　田　　武
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第１章　Java 入門

現代社会の膨大な情報を利用するための情報処理システムの開発には，アルゴリズム
とデータ構造についての理解が重要である。そのプログラムの設計において，データ構
造の選択は重要な課題である。これまでに，配列，連結リスト，スタック，キュー，木
構造やグラフなどのデータ構造が開発され，それらのデータ構造を用いた効率の良い探
索やソートなどのアルゴリズムが開発されている。本書では，そのようなアルゴリズム
とデータ構造について解説を行うが，アルゴリズムの確認のために Java 言語を用いる。
本章では，Java の特徴，プログラム開発の流れ，プログラミングの作法，プログラミン
グの基礎，オブジェクト指向，新しいクラスの作成，および関連プログラムについて説
明する。

1.1　Java の特徴

Javaは，1994年に発表されたオブジェクト指向言語である。Javaのコンパ

イラは，実行するプラットフォームに対応した形式（ネイティブコード（native 

code））に変換するのではなく，その手前の中間言語まで変換する。中間言語

は，バイトコード（bytecode）と呼ばれる形式で保存され，いろいろな OSで

解釈される。

Javaは，簡潔さと機能の豊富さのバランスのとれた言語であり，以下のよ

うな特徴を有している。

・オブジェクト指向

・プラットフォームに依存しない性質

・豊富なネットワーク関連の機能

・充実した標準クラスライブラリ

・プロセスを並行動作させるマルチスレッド

・使われなくなったメモリ領域を自動的に整理するガーベージコレクション
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2 第１章　Java 入門

・例外処理

1.2　Java プログラム開発の流れ

図 1.1に Javaプログラム開発の流れを示す。

javacによるコンパイル コンパイルエラー

実行時エラークラスファイルの実行
（バイトコードの実行）

ソースファイルの作成

図 1.1　Java プログラム開発の流れ

（1）ソースファイルの作成
システムの要求仕様に従って書いた設計書に基づいて，ソースコード

（source code）を作成する。ソースコードを作成することをコーディング

（coding）という。Windowsでは TeraPad，Linuxでは viなどのエディタ

（editor）を用いてコーディングし，プログラム名を付けて，コンピュータに

保存する。保存したファイルをソースファイル（source file）と呼ぶ。Javaで

は，保存するソースファイル名とクラス名を同じにしなければならない。ま

た，ソースファイルの拡張子を “.java” にする必要がある。

（2）javac によるコンパイル
ソースコードをバイトコードに変換するためにコンパイル（compile）を実

施する。コンパイルは，ソースコードをコンピュータが理解できるコードに翻

訳することである。コンパイルには，コマンドプロンプトで javacコマンドを

用いる。

コンパイルが成功すると，なにも表示されずに入力プロンプトが表示され

る。このとき，拡張子が “.class” というバイトコードが生成される。これをク
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31.3　Java プログラミングの作法

ラスファイル（class file）と呼ぶ。

一方，コンパイルに失敗すると，コンパイルエラーが表示される。エラー

メッセージには行番号やその理由が表示されているので，それらの情報を参考

にソースファイルを修正して再度コンパイルする。

（3）クラスファイルの実行（バイトコードの実行）
クラスファイルとは，コンピュータ固有の環境とは独立した Java 仮想マシ

ン（Java VM）上の実行ファイルである。クラスファイルの実行には javaコ

マンドを用いる。コンパイルでエラーとならなかったクラスファイルでも実

行時にエラーが発生する場合がある。一般に，プログラムには誤りが含まれ

る。この誤りのことをバグ（bug）と呼ぶ。このバグを修正することをデバッ

グ（debug）という。

1.3　Java プログラミングの作法

（1）コメント
可読性のあるよいプログラムを作成するためには，コメントを付けることが

重要である。コメントは表 1.1に示すような種類がある。

表 1.1　コメントの種類
No. 種　類 記述方法
1 ブロックコメント 複数行にわたるコメントを記述するときには，/*　*/で

コメントを囲む。
2 1行コメント 1行のコメントを記述するときには，/*　*/または，//

を用いる。
3 後置きコメント 1行の対象コードの行末に //を用いて，短いコメントを

記述する。
4 ロジックのコメント デバッグ時にロジックをコメントアウトする際に使用す

る。該当のコードの先頭に //を記述する。
5 ドキュメント用
コメント

ドキュメント用コメントは，javadoc コマンドで APIド
キュメントを生成する際に処理されるもので，/**　*/を
用いる。
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4 第１章　Java 入門

（2）識別子の命名規則
変数名やクラス名には，下記の規則以外の任意の名前を付けることができる。

・予約語（publicなど）は使用できない。

・先頭に数字は使用できない。

・記号は $（ドルマーク）と _（アンダースコア）のみ使える。

しかし，慣習的に表 1.2のような命名法が用いられているので，それに従っ
たほうがよい。

表 1.2　慣習的な命名法
No. 命名法 説　明
1 クラス名の先頭
は大文字

クラス名の先頭を大文字にすることにより，クラス名である
ことを明確にする。（例）Person

2 メソッド名の先
頭は小文字

メソッド名の先頭は小文字にすることにより，コンストラク
タやクラス名と区別をつけやすくする。（例）bubbleSort

3 変数名の先頭は
小文字

変数名の先頭は小文字にすることにより，コンストラクタや
クラス名と区別をつけやすくする。（例）cost

4 定数名はすべて
大文字

予約語 finalが付いた代入不可の定数は，すべて大文字とす
る。（例）ARRAY_MAX 

5 キャメルケース 複数の単語を接続して識別子とするときは，後の単語の先頭
を大文字にして区切りを表現する。
（例）vehicleType

6 スネークケース 複数の単語を接続して識別子とするときは，_（アンダース
コア）で区切る。（例）vehicle_type

（3）インデント
インデント（indentation style）とは，メソッドの中身や if文の処理ブロッ

クなどを明確にするために，対象となる部分の文字を，何文字か字下げするこ

とである。読みやすいプログラムとするために，インデントは 4文字が適切で

ある。インデントは，Tabキーを用いるか，スペースで行うことができるが，

いずれかに統一したほうがよい。

（4）クラスの形式
Javaのクラスは一般的に図 1.2の形式で記述する。図に示すように，クラ
スは大きく 3つの部分から構成される。まず，このクラス（class）が保持して
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51.4　Java プログラミングの基礎

いる変数であるフィールド（field）の集合，つぎに，クラスのインスタンス生

成時に実行されるメソッドであるコンストラクタ（constructor），そして，こ

のクラスが保持している処理に対応するメソッド（method）の集合である。

フィールドはメンバ変数（member variable）とも呼ばれる。また，修飾子に

は，アクセス修飾子（public, protected, private）とそれ以外の修飾子（static, 

final, abstract など）があるが，それらの詳細についてはほかの Javaの書物を

参照してほしい。本書では，アルゴリズムの確認のために提示するプログラム

において必要に応じて説明する。

1.4　Java プログラミングの基礎

それではプログラミングの定番である「Hello world Java!」と画面に表示さ

せるプログラムを例題に，プログラム開発の流れを説明する。以下の作業は，

Windowsの場合はコマンドプロンプトを，Linuxの場合は端末を表示させて行う。

（1）ソースファイルの作成
まず，プログラム 1.1を参照してソースファイルの作成をする。なお，

Linuxにおける「viによるソースファイルの作成」については，本書の最後

修飾子　class　クラス名｛

｝

コンストラクタ（引数の型　引数名）｛
　　～処理～
｝

修飾子　型　フィールド名；
・・・
修飾子　型　フィールド名；

修飾子　戻り値の型　メソッド名（引数の型　引数名）｛
　　～処理～
｝
・・・

図 1.2　Java のクラスの形式
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